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・ 1 日の仕事時間 （2）







































































































・ 保育者の仕事はたくさんあるので、 先輩の方々から聞いたり、 見て覚えたりしていけたらと思う。 何より
子ども一人ひとりをよく観察し、 ふれあう事が大切。










・ 「こうなりたい」 という目標の人を見つけ、 その目標に近づけるようにする








・出産後の復帰はできる。 私は一度退職したが、 今は働きながら育児、 家事などしやすいと思う
・ 自分しだい。 私は家庭支障がないように考えた
・自分のライフスタイルに合わせた働き方を考えることができる
・ 仕事と育児の両立はできると思う。 正職、 パートなど職種を選ぶことも検討する
・自分なりに両立できたと思う。 作りものなどは、 保育中に時間をみつけて作るなどした






・地域と協力することで、 子どもたちも視野が広がり、 たくさんのことを覚え、 習得していくことができる
・ 地域と協力することで子どもの育ちにつながるが日程調整が難しい
その他 ・ がむしゃらにまず動く、 でも 1年目は失敗ＯＫなのでいい
・年の近い先輩に仲良くしてもらい、 不安な話をたくさん聞いてもらった























図 3 オリエンテーションの様子 
図 4 幼稚園での現場研修の様子 














今回の職場体験を通して、 実習では知らなかった、 保育者の仕事内容や連絡帳 ・日誌などを書くポイントを学ぶことができた。




自分が不安に思っていた 1年目のことや、 実習では経験できなかった書類などの書き方などを実際に聞いたり、 教えていただく
ことで気持ち的にすごく楽になった気がしました。 何度も 「大丈夫」 という言葉を言っていただき、自分が出来ることをやっていき、
徐々に出来ることを増やしていけばいいのだと思いました。 また、 何でも自分自身がどうありたいかという気持ち次第でどうにでも
なると思いました。 まだまだ出来ない事の方が多くてすごく落ち込んでしまうこともあるかもしれないけれど、 気持ちだけは強く持っ
て、 くらいついていきたいです。 どんなことでも “積極的に” 挑戦して失敗を積み重ねて人としてもっと成長していきたい。 もっと
今という時間にして、 1日 1日学ぶことを増やしていきたい。 がんばりたい。
学生 C
実習では先生方とゆっくりお話する時間がなかったため、 意見交換の場があり、 じっくり自分の将来について考えることが出来まし













きました。 不安に思っていることはほとんどの保育士の方が乗り越えてきているので、 私も頑張ろうと思えました。 また、 初めから
期待されていないので、できなくてあたりまえ、できることからやっていけば良い、という現役の保育士の考え方を知り安心しました。
私は自分を責めすぎたり、 周りを気にしてしまう性格なので、 心にゆとりを持っていこうと考えられるようになりました。 できることか
らはじめ、 失敗を恐れずチャレンジし、 子どもが幸せだと感じる保育 ・教育をしていきたい、 と改めて思いました。
学生 F
実習とはまた違う気持ちで職場体験をすることができました。 なかなか直接保育者の声を聞くことができないのでとても貴重な体




てみて感じたことは、 すごく重要なポジションにある職業だと感じた。 授業の実習だと 「とりあえずつくればいい、 目標値にあって
いればいい」 と思っていたが、 それだと全然だめだと思った。 もっと対象者の人に合った食事提供の方法を考えなければいけな
いと考えるようになった。 これからの実習は、 もっとこのことを考えながら行う。
学生 H
就職してからの 1年、 2年は、 失敗しても気にせずにあまり考えすぎないことが大切だと感じました。





分の負担を減らしてくれる。 壁面などの仕事が多いときには、 家族に手伝ってもらうという保育者もおり、 これは一人暮らしなどで
はなく、 県内で家族と住んでいる人の特権だと思った。
学生 B






なく暮らせているという答えだったので、 また地元の園だけでなく、 もっと色々な地方の園の雰囲気も体験してみたいと思い、 県
外にするかも迷いはじめました。
学生 D








私は秋田出身で地元に戻るか、 関東に行くか ･･･ などとばかり考えていましたが、 今回たくさん話を聞き、 場所で見るべきではな
いと思いました。 どの場所かも大切ですが園の考え方、 やり方が自分に合うかどうかも見るべきなのだと思いました。
学生 G
都会の方に行って働くほうが、 給料的にもいいと思っていた。 また、 求人の方も多いと思っていた。 だから、 青森県で働くよりも
全然いいと思っていた。 しかし、 今回の研修で “青森県で働くと身内が近くにいるし、 地域の人が助けてくれる、 安心できる” と
いうことをきいた。 都会には、 これは絶対ないものだし、 簡単に手に入れることができるものじゃない。 このことをきいて、 私は青
森県で働きたいという気持ちが強くなった。
学生 H




働く園の体制によって違いはあるが、 産休 ・育休をとり、 子どもを産んでから仕事に復帰していた保育者がたくさんいた。 正社員
で働くこと以外にも、 パートとして働くことで自分の都合のいい時間帯で働き、 家族との時間を確保している保育者もいた。 自分
のワークライフバランスに合った園を見つけることも重要である。 また、 家族で協力して、 過ごす時間も作っていた。
学生 B
体調を崩してしまったりすることは、 人なので絶対あるのでそんな時、 いかに園全体でお互いに協力し合えるかが大切だなと思
いました。 結婚や出産をしても、 仕事を続けれるというお話をしていただき、 絶対に続けたいと思いました。 また、 しっかり ON ・
OFF の切りかえをちゃんとして休む時はガッツリ休む、 やる時やるというメリハリをつけて仕事をこなせるようになりたいです。
学生 C








子どもを出産してからも働けるということがわかったので安心しました。 園にはよるけれど休みも取れるし、 パート、 正職員としての
道も選べることを知り、 生涯働いていきたいと思いました。 幼稚園は長期休暇がある、 保育園は適当な間隔で休みがあるので自






アレルギーの子に対してもすごく工夫していたり、 親との連絡、 やりとりもすごく大事にしていた。 もっとコミュニケーションの力を必
要とすると感じた。 保育士よりも実際に親御さんたちとコミュニケーションをとることは難しいと思うが、 今以上に人との関わり方に
ついてもっと考えなければいけないと感じた。







今回、 2日間というすごく短い期間ではありましたが、 すごく濃くて学びが多い 2日間でいた。 実習では聞くことができないような
お話をたくさん聞くことができたり、 具体的な思いなどを生の声で顔を見ながら聞かせていただくことで、 すごく自分自身と向き合う
機会になりました。 実習や今回の研修を終えて、 普段、 大学の先生方がおっしゃっていることがどれだけ大切なことなのか、 改
めて気づくことができたし、 今まで以上にもっとしっかり勉強していきたいと思いました。 どんな園に就職しても、 結局全部自分の






今まで自分が考えたことがなかったキャッチボールの話や連絡帳の書き方を体験できて VAK を、 交えて書く難しさも知ることがで
きて本当に良い時間だったと思いました。 2 日間という短い時間の中、 沢山のお話が聞けたし、 働く女性の目線で見ると実習の
時とはまた違って、 積極的に食いついていけた自分がいたのでよかったです。 この経験を次の実習や働いたときに思いだして行
動したいです。
学生 D 自分が保育士になったらこうなりたいという考えが自分の中で明確になってきた。 今後もこのような活動があったら参加したい。
学生 E
現役の保育士の方とお話や意見交換ができ、 保育士になるということに希望をもつことができ、 また安心することができました。






初めて、 栄養士の仕事というのをきちんとみた。 ただ、 食事を提供するだけでなく、 調味料にこだわっていたり、 給食ノートでアレ
ルギーについてやりとりしていたりと、 すごく大変そうに感じた。 しかし、 そのくらい大事で重要な仕事なんだと改めて感じた。 自分
が目指している栄養士という仕事は大切な役割をもつ仕事ということを心にひめて、 もっとがんばりたいと思った。
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